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l.緒 言

力用盤流器は大別して,水銀整流器と半導体

整流器とに別けられる｡

水銀整流器は古くから多方面に使用されているが,凰

冷式,封じ切り形のf一上土現に伴い,ますます広範囲の分野

で使用されつつあり,特に制御が可能であること,さら

に逆変換装置として使えることから,今後ほこの方面に

用途が開発されて行くものと考えられる｡

半導体整流器は約5年前に 力用ゲルマニウム整流

器,続いてシリコン整流器が実用に供され,そのすぐれ

た性能と保守取扱いの簡使さとから,急速に開発され,

従来のあらゆる整流器の分野にまで使用範卵が広げられ

つつあり,′今後いっそう進歩党達して行くものと考えら

れる.｡

ここでほ,この水銀整流器と半導体整流器の運転を行

う時に必要な取り扱いと保′〕三の実際について,おのおの

その特矧･′Ⅰ三を主として述べることとする｡

2.水銀整流器の取り放し､と保守

水銀整流儲 の ほ化学用,電鉄用のみならず,静止

レオナード装置,周波数変操器,車両川など広範囲にわ

たり,それぞれ用途によって多少の差はあっても,取り

扱い保守の要とするところほ,すべてに共通しておりこ

れほまた日常,取扱者が1掛･こ心得えておくべきことでも

あるこ,水銀整流器は電気機械のうち,変肛裾,電動機な

どの電磁現象を原理としたものとはぎはり,放電現象で

あることを考慮しノなければならない.根本.原理や購各構

成上の 純な説明はここでは省略するれ 振り放い保′字

の要とするところほ一言にしていえば, 掛~卜の放電現

象(アーク放電)をいかにして安這なものとするかにつ

くされる｡このための具体的な取り扱い,保ペロ二股も留

志すべき点ほ第1に整流
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内部の真空圧力の維持と,温

度すなわち冷却条件の確保であり,第2に制御装置,付

属装置の機能の維持である｡制御装掛こはアークを保持

るす定整を湘位の子格や蘭〓≠弧励点るす 置など特殊な

器具が多いので,これらの作用を十分理解しておくこと

が必要である｡以下,水銀整流器のすえ付けから運転ま

での二枚扱上注意を要する点, 転中の保守要領などの慨

略を記し,さらに現場試験の方法について簡単に記すこ

とにする｡

2.1水銀整流器の種別,構造

水銀整流器ほ,常時真壁ポンプで排気している排気形

と真空ポンプを持たない密閉形,すなわち封じ切り形の

別,1偶の真空槽の内郡に数個の陽極を持つ多極形と1

個の真空槽内に1個の陽櫨を持つ単極形の別,および冷

却方式では水冷式と風冷式の別があるが,本質的にほな

んら異なるところはない｡

また,内部電極の中,格子のないものおよび格子付の

ものの別もあり,さらに格子付の整流器でも使用日的に

応じて二重楕二♪,三重格子の構造を石するものがある｡

2.2 すえ付けから運転までの取り扱い

すえ付けから運転までの間に必要な各部品の淑扱方法

の要点を述べるが,これほまた運転中の保守においても

心得ておかねばならない根本的な事がらである()

(1)衝撃を与えないこと

.整流船ほ内部に複雑な電極を有しており,また真空
を保つためのパッキングや絶縁がい子などがあるので

取扱上で衝撃は厳禁である｡落下,投げ渡しを避ける

ことはもちろん,牛如こ整流タンクの電極,パッキング

類の取り扱いほ慎重にし,スパナなどの工其を使う時

にほシール部分に保護カバーをかけるなどの注意を払

うこと｡また移動の際ほ運搬車またほコロを使用して

徐々に動かさなくてはならない(ただし,車両用のよ

うに耐L≦構造のものはこの限りでない)｡

(2):整流タンク,水銀ポンプは垂直に保つこと

多極整流器は整流タンクと水銀ポンプは一休に取り



諭別冊第32号

2,000kⅥr,1,500V,1,333A 正負荷公称定格

第1図 電鉄用水冷多極整流器

付けられているが,単極の場合にはタンクとポンプは

別になっている｡これらは,その底部に水銀があるため

過度の傾斜をすると水銀が移動して電極に触れ悪影響

を与える｡また内部電極,がい子,パッキングに無理な

力が加わり,ひいてほ真空の破壊,電極の異状をきたす

ことがあるので,1反り付け,移動の際は無理のないよ

うにしなければならない｡傾斜の限度は15度である_.

(3)保管のときには防湿防髄に注意すること

保管の場合には真空系の部品ほ排気した状態に保っ

ておくこと｡また電極の絶縁を劣化させないため,温

度変化の大きい場所,過度の浬気のある場所を避け,

また鹿娩のかからぬよう保護カノミーを準備しておくべ

きである.こ:水冷式のものでは冷却水を完全に接いて,

濾紙 腐食のおそれのないようにしておくことが必要

である｡健気のガスが含まれている場所はさびが牛じ

る原因となるから避けねばならない｡.保矧土,ただソ

ッと放置しておくのでなく,いつでも使用できるよう

な状態に維持することである｡

(4)予備品の取り扱い

予備タンクは長期間の保管でも衝嘩,低料,てん倒

することのない設置力濱をとり,事故のときにほただ

ちに交換できるようiこしなければならない｡抵抗器,

コンデンサなどほ端子部にさびがごlミじないよう防湿カ

バーを準備すること.ニノバッキング摂ほ直射R光,過度

の湿気をさけ,ゴムの劣化を防がねばならない｡マク
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レオド真空計のガラス部品,回転ポンプのリザーバ

ガラスなどは破損せぬよう特定の保管箱に格納してお

く｡また冷却扇用電動機は定蘭的にメグを測定し,時

々運転して異状の有無を確かめておく必要がある｡

2.3 運転中の注意書項

以上,一般的な取扱上の汗意事項滋述べたが,運転中



の整流器の保守の要点を次に とお

り,整流器を安定な状態に維持するには,真空と温度が

最も重要な点であり,いかなる水銀整流器といえどもこ

の点に 約されるといっても過言ではない｡以下,各項

目につき説明する｡

2.3.1真空圧力

転中の真空圧力ほマクレオド真空計で少なくとも

クロン未満であることを要する｡よく化成された

整流器はこの条件を満足しているが,急に真空が悪化

したり,常時1ミクロン以上であったりする場合には

異状があると見て 転を停止してこの原因を確かめな

ければならない｡この場合,器槽内部のもれによるも

のか,または真空ポンプに原1月があるかをまず判別し

内部のもれのときにはパッキング

かを確かめるのが早道である｡

封じ切り整流器で
ヰよ

主のもれか,水もれ

こるす
.
｣渕を力圧ビ
▲
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1
､

玉トノの中転

とができないので,後述の真空圧力判定試琶如こより静

的な真空出力を定期的に点検したほうがよい｡

2.3.2 温度の制御,冷却条件

(a)周岡温度

水銀.整流器ほその本質上,過熱または過冷を絶対に

避けねほならず,したがって周囲温度の制御は運転__ヒ

特に注意を払う必要がある｡周囲渦度の最適は20､25

度である｡水冷式の場合には器槽内部の損失の大部分

は冷却水により室外へ び去られるが,風冷式の場合

にほ整流器室｣勺で循環して周囲温度せ個回ることがあ

るので,換気扇またほクーラの通1な便川によりiF間

の室温変化をなるべく少なくするよう考慮せねばなら

ない｡

遠近の水銀整流 ほ周囲限度5〇C～40DCの範囲で十

分使用しうるようになっているが,なるべく上記の鼓

適温度に近し､室温で運転するはうが,のぞましい.｡

(b)温度制御

水冷 の場 合にほ冷却水氾度と冷却水量を変化する

ことで適当な温度を維柑できる｡適混は個々の整流器

で多少の差はあっても,大体次の値を基準としてよい｡

整流器入】｣水混 25十100C

鉄槽山口水温 40士100C

凝縮筒H-1口水温 30土100C

再冷却器を有する間接冷却方式の場合は 流器循環

冷却水の水量を一定に保ち,負荷の変動に応じて再冷

却器の冷却水量を加減することにより温度制御を行

う｡ただし,温度変化ほ緩慢であるので,徐々に調節

Lてゆくことが温度制御のコツである｡

凰冷式の場合には陰極加熱器および器槽冷却扇の

入,切および速度切り替えで器槽温度の制御を行う｡

電力用盤流器の取り扱いと
保守の宍
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渥度継電器のあるものほこれらの調整を自動的に行う

ことができる.｡

加熱線,冷却扇の使用はおのおのの整流掛こよって

異なるが,一一例を示すと次のとおりである｡

器槽温度が350C以下となったら陰極加熱器を入れ,

器槽温度が400Cに上ったら陰極加熱儲を切る｡

器槽温度が450Cに上ったら器槽冷却扇を低速運転し

器槽温度が400Cに卜ったら器梧冷却扇を停止する｡

器槽氾度が500Cに上ったら器槽冷却扇を低速から高

速に切り伴え,45コCi･こ■卜ったら,君槽冷却扇を高速か

ら低速に切り替える〕

この器樽沢度の変劇をなるべく少なくすることが望

ましいが,それには冷却空気の】l_1ほ名を調整する｡いま

風回路調整の一例として

(i)室内換気扇

(ii)凪循環川シャツタ

(iii)風人口シャッタ

のある場合について操作順けこを次に示す｡

換気扇

(i)停止

(ii)運転

(iii)逆転

(iv)運転

低

凰循環
シャッタ

全開

全開

モノち開

合聞

風入 日

シャッタ

全閉

一一rてl;閑
】:::.

全開

いずれの場合にこおいても整流器冷却扇は またほ

でなるべく連続運転となるようにし,しかも配膳

温度が適混に保たれるように風Ⅰ卓1路を調整するのがじ

ょうずな方法である｡また整流器の温度分イiiを適当に

抹つことも電安なことであり,このため陽極加熱器は

常時運転として,陽極部を器槽温度より少なくとも

100C以上高めることが安定運転の条件である｡

2.3.3 格子制御範囲の厳守

(a)格子制御を行わない電鉄別などの場合

この場斜こ注意すべきことは,格子率100%(制御

率0%),すなわち電圧最大の位置から格子電圧位相

を進め過ぎると過渡的に単相全淡紫流となり,急激に

電圧が低下し,特定の陽極のみが過負荷となって危険

である.｡したがって格子率100%の位置から20～30度
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進めの位置を限度として,これ以上進めないよう注意

しなければならない｡

(b)格子制御を行う化学用,レオナード,周波数変

換器などの場合

格子制御角を大きくすることは,逆弧ひん度を増す

ことになるので,規定格子率を厳守しなければならな

い｡逆孤ひん度は

(通電直後に印加される逆 圧の大きさ)

×(通電終期の電流変化率)

に比例すると考えられているので,格子制御角を大き

くすると通電直後に印加される逆電圧の大きさE富官2ほ

大きくなり,かつ, なり角祝2が小さくなるので電流

化率も大きくなり,したがって逆孤ひん度は高くな

る｡このため許容格子 まで格子制御を行っても,な

お電圧の高いときには格子制御角を増すことなく,整

流器用変圧器のタップによって電圧を下げるようにす

べきである｡

また格子率を下げて使用するときは相聞リアクトル

の端子電圧が上昇するので,その許容限度にも関係す

る｡このほか,過度の格子制御ほ誘導障害をきたすこ

とにもなるので十分注意しなければならない｡

2.3.4 点励弧回路

点励孤回路ほアークを維持するための最も重要な装

置なので,電流を常に規定値以下とならぬよう調整し

ておくことが大切である｡受電 旺の変動の多いとこ

ろでほ特にこの点に注意し,受電電圧が低下したとき

でも規定値が確保できるよう,通常状態の電流値を高

めに整憲しておくことを考えねほならない｡点励孤電

源がセレン整流器の場合には劣化のため,電圧降下が

大となり点励孤電流が減少することがある｡セレンの

劣化を判定する目安としてはセレンの温度をときどき

測定し,温度上昇が200C以上となるときは交換の手

配をしなければならない｡バイアス用セレンに関して

である｡

点励孤,バイアス電源にM-Gを使用しているとき

は,整流子面,刷子の輝耗,軸受浦の有無などを点検

して異状のないことを確認しておかねばならない｡

2.3.5 運転監視

以上の各項目はおもな点のみであるが,このほかに

も,常に当初整定した値が保たれているかどうかを確

かめ良好な状態が継続できるよう注意を払わねばなら

ない｡整流器の内部状態ほ直視できないので,ちょっ

とした異常でも早く発見して,事故となる前に適応の

処置を講じなければならない｡通常1時間ごとの記録

をとり,各計器の指示を検討し,また機器の状態を監

視しておくことが必要である｡

2.4 点 検

水銀整流器を常に最適の状態で全性能を発揮させるた

めには適切な保守と綿密な点検が必要である｡通常点検

ほ機器の重要度および機構上から定期検査と定期大点検

とに分け,定期検査ほ3～4箇月に1回,定期大点検は

1年に1回を 準として行う｡その内容を簡単に記すと

次のとおりである.｡

(1)定期検査

(a)陽極加熱器,陰極加熱器の通 検査｡抵抗器の

断線の有無,端子那締付の良否に注意すること｡

(b)点励孤用継電器の接点の点検｡塵挨の除去,接

点荒損に注意すること

(c)点励弧電圧の確認｡点励弧状態でセレンまたは

発電機の出力電圧を測定し,規定値に維持されている

ことを確かめること(+10%,-5%以内)｡

(d)温度制御器具の点検｡陰相加熱器用,冷却扇用,

水温制御用などに温度継電器を使用している場合にほ

その動作温度を調べ,規定温度で動作することを確か

める必要がある(規定温度の±20C)｡

(e)整流器の絶縁抵抗測定｡陽極と器槽間,器槽と

陰極間,器槽とベース間の絶縁抵抗を測定し,異状の有

無を調べること｡水冷式の場合にほ器槽陰極間など水

で結ばれるところは数キロオームとなることがある｡

(f)水銀ポンプ加熱器の通電検査｡

(2)定期大点検

(a)リークテスト,真空判定 験｡′ミッキソグ良

再,水もれの有無などを点検するためにほリークテス

トi･こよって確認する｡このためには通電後,十分冷却

して内部 極からの放出ガスと混同しないよう注意し

なけれはならない｡封じ切り整流給は真空判定装置に

よって内部の真空圧力が運転に支障あるかないかを判

定する｡

(b)点励弧電流調整｡点励弧電流を測定し,規定値

となるように直列抵抗器のタップまたはセレン変圧券

のタップ変更を行わねばならない｡



(c)風道掃除,水あか掃除｡

(d)冷却扇の点検,水ポンプの点検｡矧こベアリン

グ部分のグリースを点検L,不足の場合は補充してお

くこと｡

(e)

過電

圧を

ある｡

-l､･

保護継 器の動作試験｡高 度過電流継電器,

電器,低電比継電器などの動作電流,動作電

験し,整定値と異なるときは調整を行う必要が

水銀ポンプの水銀量測定,分解掃除｡水鋭ボン

プは規定水銀量以外だと排気能力が低下し,器槽内部

をよごすおそれがある｡したがって定期柑勺に分解点検

して内部掃除,水銀量の調整を行わねばならない｡

(g)回転泊ポンプの点検｡油もれの有取乱胤リザ

ーバのパッキング点検,柚の汚濁点検など｡

(h)マクレオド真空計｡水銀量ほ測定位置で水銀が

規定線までこなければならない｡回転形真空計の場合

ほ一回り前のガラス管上部から,わずかに水銀があふ

れ ちる程度としなければならない｡また毛細管内部

がよごれた場合には水銀がひっかかることがあるので

予備品と交換しなければならない｡

2.5 事故の現象と原因

万一事故発生のときには,いかなる原因によって発生

したかを調査し今後の運転にふたたび 返さない

よう処置をとらねばならない｡水銀整流器のおもな事

故,現象,考えられる

である｡

2.d 現場試験の方法

故時の

表のとおり

査またほ運転中の波形の測定など種々の

験方法を次に記し,保守_との参考とする｡

(1)リークテスト｡

リーク量の測定方法の一一一例として,いま6槽整流器

の場合について記す｡

冷却状態で5時間以上排気したのち,真空ポンプを

停止し1時間後に真空圧力を測定し,主コックおよび

セクショソコックをとじ そのままポンプ停止よりf

時間後に次の順で測定する｡

真空ポンプ停止して1時間後の真空圧力

………αミクロン(1/1,000mmHg)

f時間後の真空圧力………………………………み

主コックを開いたのちの真空圧力.… ..C

第1槽のセクショソコックを開いたのちの真空圧力

第1槽セクショソコックを閉じ,第2槽セクショソ

コックを開いたときの真空圧力………………d2

第2槽セクショソコックを閉じ 第3槽セクション

コックを開いたときの真空圧力‖‥ .‥.d3

電 力用整流器の取り扱いと
保守の実際

第1表 水銀整流器の事故原国分短

現 象

交流側,負荷側とも遮断,

機器停止

2.

4.

消 弧

1.他MRとの負荷分担が

一時的に乱れ,事故
MRの負荷が急減する

2.点弧用リレーが動作,

ランプ点滅する

3.インパ〉タ運転のとき
は転流失敗となる

⊆1.他MRとの負荷分担乱

失 弧

通 弧

れる

2.M且Trのうなり音大
となる

3.イソバータ運転時ほ転
流失敗となる

4.タンク温度の不平衡
(単極形)

制に子R格M る
電
な

す
流
く

用
直
高

慢
は
り

て
て
よ

し
っ
値

御
あ
定

2.イソバータ運転時は転
流失政となる

6.

考え られる原因

1.陽極部過冷(建屋,窓
からのすきま風など)

2.温度調整不良

3.格子回路不整

4.回路の振動電圧

5.過負荷

6.真空不良

7.過電圧,不平衡

臥 消狐

1.点弧電流不通正

2.電源電圧の降下

3.各部メグ低下

4.真空不良

5.温度不適正

6.振動電圧

1.格子回路不整

2.各部メグ不良

3.点励弧竃流不足

4.温度不適

5.真空不良

1.格子回路不適正

2.温度不適当

3.各部メグ不良

4,点励弧電流過大

5.過電日三

点励弧不安定

起動渋滞

他事故の誘発(たとえ
ば逆弧,失孤など)

【三:悪霊芸芸孟讐熟柿線
3.回転ポンプ自動コック

不良

4.パッキングたるみ

5.水もれ

6.封鍼部破損(封じ切り
MR)

MR過熱

1.MR温度異常上昇

2.機器停｣上

8.

1.冷却空気回路不良

2.温度調節装置の不良

3.冷却水回路不良

4.陽極電流不平衡

1.MR温度上昇過少

異常電圧

1.アレスタの動作

2.場合により機韓焼損と
なる

温度調節装置の不良

冷却水または空気回路
不良

陽極電流不平衡

すきま風などによる局
部過冷

1.失孤時の異常竃圧

2.適弧時の異常電J王

3.外因によるもの

第5槽セクシ/ヨソコックを閉じ 第6梧セクショソ

コックを開いたときの真空圧九… ‥….d6

各槽のセクションコックを開いたときの真空圧力

以上の値により次式で算出する｡

主コックとポンプまでの気密度
f･ -∫

≠-1
(ミクロン/時)
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全真空管路の気密度..…

Vp

第1槽の気密度｣..
▲■

Vr

第2槽の気密度….

dl+

d2+

d6+

第6槽の気密度‖‥

総合

ダニα

才一1

(dl-C)-α

才一1

才一1

Vp

V7-
(d6¶d5)-α

≠¶1

才一1

ただしVp=真空管路の腎積(J)

Vr=各値の容積(J)

(2)真空圧力判定

封じ切り整流タンクの真空圧力を判定するためには

第1格子陰極問にDCl,500Vを加圧し,放電の有無

により調べる｡第1格子を(+),陰極を(-)として徐

々に電圧を加圧してゆき,電流計が急にフレ出す電圧

を読む｡この電圧が放電開始電圧である｡DCl,500V

まで放電しないときほ真空圧力ほ

えてよい｡

転に支障ないと考

この場合,じんあいのあるとき,およぴ 絶亮抵抗が

劣化しているときほ加圧電圧に比例して漏洩電流が多

くなるので,判断を誤りやすい｡したがって試験前に

メグを測定しておき,表面の掃除,水銀滴の除去に十

分注意すること｡

(3)通電圧波形の測定法

ブラウン管または電磁オシログラフにより観測する｡

この際,変圧器中性点接地方式のときにほ陰極は大地

に対して直流電圧が印加されるので,電源にほ絶縁変

圧器を使用し,危険防止に注意しなければならない｡

いま一例として三相二重生形結線の時の波形を第7図

に示す｡陽極陰極問に分圧抵抗1Mn+10k一之 を入

れ,10キロオームの両端よりブラウン管の垂直入力端

子へつなぐと通電圧波形が得られる｡点線は格子制御

の波形を示す｡

韓/絹子

第6図 真空圧力判定試験方法

⊂】

フラウン管

院棲′棚○

㌧几｣し｣】如服

､､6

蛭摘

把緑変圧芸--

荷へ ■へ｢

ユ ニ 婚十削i郎角

ー

童∵`′J角

樵躇順電圧

飛措逆電圧

て = 謹電圧覇六億

第7同 道電忙波形測定方法

→■㌻至替通電期間十

巨岩

第8区i格子電流波形測定方法

(4)格子電流波形

弟8図のように合格子の直列抵抗の電圧降下をブラ

ウン管で測定する｡

格子変圧器が尖頭波変圧器(飽和変圧器)のときに

ほ第8図のような波形となる｡第1格子電流波形と第

2格子電流波形が同一であったり,第2格子電流波形

が,非通電期間で0とならぬときなどは異状である｡

(5)格子 の測定方法

第7図の陽極陰極間電圧(通電圧)波形から,格子

制御角α0 を めると,

格子率=COSα×100(%)

で求められる｡



ま/｣吊綱川lけ十三鵬拭爪ムー目 標流量:川一変Hi拝隷･

次電旺gl′とれ流電圧且J(-′な同町■‥に測定する..射1三

絹の一一次タップ′副1三を動,二次定格仙電圧を且2とす

れば,捕手ヰミ10()%i･こおける直流屯1~fミは

帰一-(-･17×告×E2)--β･′
りこだし変圧都~二次泰.■潮皿~∴･不二椚I:細潮とし,

-ク電ノ†三をgりとする)

央洲仙上且Jo′であるか〔),

×10()(㌔)=

■

×100(㌔.)

が楢1率であるL

(6)化 成 法

艮時間放閏した場合,ふたl椰ナなどで内部を大気圧

としたあとにほ必らず化成を子j二って帖■fl･;のl双昔ガスを

排Jl†させねi･£ならないノ肺要｢_1数ほほほ次の種鳩であ

る._､

(a)すえ付後,運転にさきだって行う化成

…2＼311

(1))二k時間無玖荷で故障L.ふたたびfノ捕Lようとす

る前に行う化成…………………………2へ311

(c)ふた開け瓜検した場合のように如畔間真竹を破

った場合の化成…………………………3･､ノ5!1

(.■d)■l即きのたが〕f~〔イ竺槽む分研修理した場合5＼71i

あらかじめ加熱器のある場合は加熱し.てのち,電流

化成を行う｡ 流化成で故も往点すべきことば電流を

芸=こ増加することなく,マクレオド真空計で3 ク ロ

ソをこえないようにすることである=･マクレオド真作

計の指′｣ミは排気伴の工一-∈ソだ=三~力なので､タンク鮎■那の上▲t

ソ紺三ルま,それ以上とな一-,ていることに汗点すべきで

ある.‥ したがってじょうずな化成というのほ,真空圧

力を2､3ミクロンで大きく変化させず絶えず電流を

加減して,-しl~Lくそしてむだなく規定電流まであげるこ

とである〔-､化成時の経過をホす一例を記すと弟9図の

とおりである..

化成申の滑腰ほアークを′責定させるたぜ)6･こなるべく

11■一日することが望まい､√=､水冷式の場合にほ水~甘を調

節L,吼冷式の場合には冷却扇の入Itを-一一771;ふさいで

温度を制御する〔､化成申は行和の電流を挿人形電流.~i~l

で測定し,平衡していることを確かめる必要があるLつ

化成後は負荷を急に 断することなく,徐々に負荷を

下げ,陽極加熱器を使用して陽極部は保温したまま器

槽温度を徐々に下げ,陽柏耶に水銀滴が付宕しないよ

うにざiミニ法しなければならない.,

(7)fl荷試験(高圧化成)

〟
.
′
ウ
`
ク
J
ノ
T

｢
ロ
ト
〉
)
只
出
刷
凧 〃

ガ
甜
甜
〃
ガ
甜
〃
〟

.

1

電力用整流船の取り扱いと
†甘辛け黒腔

､.∴∴

∴､

へさ

粟
柑

時 間(朋/)ノ)

(2.OnOlく1V,1,500ヽr,1,333A前裾1:f公称定格､l

折9lズlすえ付後の供圧化成曲線ザ･例

血
血
血
血
豆
血
血

㌻
二
.
叫
皿
二
呉
皿

【
l

=
- ~~=二~一層~~~~こ二=~~

ト

l

l

‥∴-一一-｣----l

Ⅷ
l

1ト｣ 〟ク 血 〟加

ブβ
_/(フ

∂汐 此7 1ガ ノ署フ

貝(1奄涜(%)

弟10匡l負 荷 叶､卜作出】組

化成が終ったら,尖電圧を加圧して水択拭払荷で,

高圧化成を兼ねて玖荷武 を子｣二ったほうがよい.=:この

ときにほ武運瓶のときと同じ汗一法が必要で,また真彗

圧力を監視しながら免荷電流を徐々に増し.100.%負

荷でしばらく通電し,苓都に異朕のないことを確かめ

てから過払荷をかける､_.

n荷試験時には交流側電凪l白:流`ま訓i,直流電流を

l潮時に測定し,負荷用件曲緑を作るり

直流一i~E流ん1のとき,交流電旺El′,直二流`i一別1ミ且Jl/とす

ると,定楕電圧批阿る換算値丘晶=意×鋸直流電流ん2のとき,交流電圧E2′,【け流偏川

ると,定格電匠βに対する換算値且J2二

且J2′とす

×且J2′

直流電匠ん′ノのとき,交流電圧且∴匪流電圧且J〟′とす

ると,定楕電圧虹対する舶値動〟=一票×軋′
この関係を図示すると第10図のよ

､
ヘ
ノ

これにより,定楕電流んに対するi亡I二流電比且Jと,

ん=0へ外挿して求めた月両から電圧変動率を符=す

ることができる｡

圧変動率三=-
且紬一月d

凰J
×100 し%)

3.半導体整流器の月支り扱いと保守

､l埼釘付幣流邪を運転する_巨で,ほかの整流掛こくらべ
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て最も大きな特長は取り扱い保守が非常に簡便である点

であるが,J叉げIi,これを構成する整流素イほ本門的に過

電圧,過電流に弱いので,装荷の設計,計輌こおいて保

腸矧附こついては万全を期さなければならないり

水銀整流邪の過f′し荷耐;てl二の大きいノ∴付こ対して根木l伽こ

J･となるので,保′､川又F)扱いにおいては一卜分注意すろ必要

がある.

このため,ここでほ､1旬封本幣流船を邦瀬L,保′ご川丈r)

扱いを行う_卜で,ぜひ知っておかねばな｢,ないノ■一 汗息

を要する点について;子Jすことにする｡

3.】整流素子

(1)1偶の盛流素子に許しうる亀軋 電流が決って

いるので,】!t】二流電圧が高くて1個では耐ええないとき

は,数個の整流 子を直列に接綻L,1自:流電流が人き

くて1偶でほ流し切れないときほ数個の惰灘或イ藩雄

列に接綻して整流何路が構成される.=

このため,保守上まず知っておくべきことは,その

整流器は,整流素子の定烙に対してどの程度の余裕が

あるかということである.二

(2)通常幣線素千の定照ほつぎのように JLさわ

る(-､

(a)故人許禅道電LE(PeakInverseVoltageTP.I.V.)

整流 ｢に印加しうる交流逆電比の波高値をいい,

この電圧を連続印加しても持畔上変化しない電Jlミで,

この値の J2 を定櫓逆竃配(果効値)という(､

(b)最大許容瞬時逆電圧(最大許容サージ電圧)

整流素子に印加しうる衝撃波電匠の故犬値をいい

メ･一カーによりこの衡撃彼のし沌んj_払およぴJ-ミさはそ

れぞれ異なっている..

(c)定楢一王′均電流

整流素イせ指定の標準冷却条件で冷却Lたときに正

ノブ帖こ流Lうる辿続電灘潅いい,通常三~三川仝披整流川

路に構成したときに流れる両流電流の痛惜すなわち1

偶の整流

のとき1

手に流れる電流の~平均値を称Lている｡､

子に流れる電流ほ,柏サイクノLの間, ･二

櫓ヤ均電流の3倍の値となり,実効値ほ直:流電流の

0.77倍となるり

((l)最高動作満場

上述のノ■E=1電流に耐えうるPN 一1ナンクションの

混度をいう.｢通常このPNジャンクションの温度は直

接測定することほできないので,この部分に最も近い

位置で測定Lてその温度からPNジャンクションの温

度を推定する(-,

(3)以上のとおり,悠流 ♪の定格が定められてお

り,実際に整流器として構成されるときには,効率,

保守,保護方式などを検討Lた上で最適の繋流回路お

第2表 整流｢･■｣路と電址,電流

整流回路
耗鰯方式

一･り..【′‖n
竜
り

無
流
り

礪
い町

灘･胴

仏
′rlリ

〃

ム
る
般

【
か
圧

7
か
混
備

1
に
逆
人

に流れる
`ぷ流､ド均
伯

1アーム

に流れる
電流実効
値

√ヲ=誓ち讐)■.譜禦)

且
.57

0.500ん

0.707ん

1.00

Jご./

1.05 g′/

0.333J./

0.577ん

1.00 ん

杉軍政

n
‖
H
′
■
′

/､

2.09 丘'./

0.167ん

0.408ん

1.00J.J

相聞り7ク

′し付六刑
ニ

ノ邑形

ト重

轡
Jご./

2.42JごrJ

0.167ん

0.289Jィ

0.500ん

よび直二列並列偶数が定められている｡

いま,かりにj■小一小二流電托(簡_?ilのため,無n荷電

J二lミとする)で,什▲直流電流の四つの照流回路せ考え

て見ると舞2表のとこねりとなり,1アームの通電圧政

人柄および電流黒効伯は大幅に変ってくるたが),これ

らは卜分注意Lなけれほならない.

3.2 雪 庄

(1)整流素1の定楢逆電圧では小足のときは,直列

に接続して川路が構成されるし.このとき,通電圧が直

列の茶壷予にどのように介すItされるかは,或汀のj_堕電

圧,逆巌流拙作によって定悠る,.弟11図のように,

･1ノ,し≠.),(京)のそれぞれの柑1-′【三をイJ-する熔流素十を直列

に接続しノてこのアームに流かる迎電流がJ′･のとき作

東予の分れする逆電口三はVl,V2,V3となる(‥ この分

抑電圧をできるだけ~､1･そ均化するために通常素丁にル列

に祇抗を挿入する.二.

もしなんらかの頂因で,惰流素手の相性が変り,第

‖国の呵′の相似こな/-たときには,分村 J二l三が′トさ

くなってVl′のようになるかド〕,運転lい整流素丁のj唾

流増加ふるいは用件変化のイj▲無を検潮することができ

る｡劣化検=装置の大部分ほこのJ瓜叩を止J‖しノたもの

である､二､整流素子が劣化して(亘′のような相性となる

と,この

の健全な

手に印加される逆電圧ほ小さくなり,ほか

芋かその分だけ余分に負担するので,l軒列

個数が1偶の場合忙比べて多くなればなるほど,素イ

が劣化して絶縁破壊に至る割合が少なくなる｡

(2)整流素子に決められた逆 圧より高い 圧が印
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加されるチャンスは,

(i)雷によるサージ

〔ii)開聞サージ

(iii)保護ヒューズ熔断吋に発′巨するサージ

(iv)庶流側r矧一升結(IISCB,ACBなど)にrlこるサ

ージ

(Ⅴ)正二イL蓄積効勅ニュるサ㌧-ジ

の場合を考えなけれほならない.これらに対L_て(い:

場において十分検討され,対応する保護装閏がつけ仁一)

れているり

(3)保護装~躍としては.これらのサージ`i=に‖三の辛皮高

伯をカットする7レスタと,祐川抜放のサージ`蘭1ミを

l吸収するサ←ジ･アブソ岬バがある._.

アレスタほ,油常の電;(機紬こ対して川いF)れるも

のより放電のおくれが少なく,放矧朋子滝H三の低いヰ)

のが要求さJt,セレン整滴甜射い目しイ｣しることが多い

セレン整流紬よl枚あたりの潮帖_封王かインパ′LスJ∴

対して7(ト90Vで,放偏したときほその放電†イ′Lヤ

ーの人きさに応し'た放滝孔が′1こし､る7往 この放電イい上

｢l川l惰圧が卜ると絶緑体となり,ほかの部分はその差

出酢続使用できる状態となる.:川Ilりも放′i左なぞり〕せる

と,放′■_-E朋始′｢射出よ往々に~l;`㍍くなるので,ときどき整

流i√1iをしらべて,放電路が仝面積〝)1′5に心､1∴べこときは

交換Lなけれはならない｣=､

サージ･7ブソーバとLて,コンデンサが川いらJし

るときほ,このCと射二l三拷ご‡のLとで,一共振を起L逆境

圧に市捏して異常に満し､沌.匠が常l川棚1されることが

ふるので注意か必■要｣で虔)る.二のた琉Cにはl帖紬こ無

誘噂堰杭を挿人しノて,振動な防≠しているL:吏たサー

ジ･アブソーバのⅠ由廿位際ほできるだけ=‖ほ各に〕庄く

し,配組も画儲にして,配線のイソダクタンスが最小

になるようにしなければ意味がなくなるので,すえ什

工帝のときほ気をつけねばならない√〔｣コンデンサの容

量は変圧器の特作成よっても異なるが,使川電旺が低

いほど.静 群景の大きなものが必要となる.｢

(4)開閉サージほ,雷サージ(変任儀一一次側の7レ

ト
⊥
一
〔
岨
一
り

整黒用のパィ電保 器霊川
のIl丈り扱いと

杵

正方向童_｢f

l′ゞ12図l仁相性と分f】l電流

スタで制限された仙を考える)に比べては,-･般に低

いものである机 その周級数が1､10kc くらいのこ

とが多いので,注意する必要がある｡.これほ盛流据の

両:流側を無負荷とし､て段入遮断を行ったとき最も大き

リより(特に投入後数サイクル以内で 断するとき最

人となるのが押通である∴.運転上許されるl猥り魚苗

の投入 断ほ交流例の 断器で行ったほうがよい

遮断絹の接触削が荒れてくると,開聞サージが人き

くなることがあるので,保′､'j:r二子i三点する必要かある.

3.3 電

(1)整流素イ･を並列に接続する場合,その分拙守て

.に流の人きさほ,行素イ･の~【L〟直川封I~ミ電流川l線によ/)

てぷまる､.第12図のように呵,しわ,(′豆)のそれぞれの

梢件を持つ整流射jlを1レi棚こ接続したとき,符素/･に

か小るIlリ山肌掛仁は一号い情Ⅴ./,となり,分和する電

流披■i-Ji帖はJl,′2,J:-jとなるL.この分m電流を､l(均化

するに旺,素丁の=刊の合/1たものを仙川するれIll

イ仙こリ7クト′しこ♭,るいは電流ヤ衡リアクトルを仲川す

くJ..∴こで汗ノ･コこしなけ甘け-どなド)ないのは,電流の別一11.

は,このrl二うにぷJ′▲の‥二柑l･′【三によ′-,て変るが,行基｣′▲

へのl′帖緑のリアクタンスによっても影響されることで

ぁろ..配線の長さに差があったりすると,電流が人き

いときには,このリアクタンスの差のほうが,:l慄汁一三

の差よりむ大きくきいてくることがあるから,このよ

うな喝√ナには, をl__ら

/ころ必要がある..電流別◆ll.はシャント,素-パ拙虔また

はそう入ズ`盈流計(この場nほ刷州の磁恥∴汗点す

る)によってしらべることができる｡

皿川 の電圧分担の場合でもl司様であるが,電流分j'11_

を合わせるた捌こ,悠流素子の特性を合わせて回路構

成を打っているときは,整流 ｢をとりかえる必焚の

ある場合,異なった特性のものを挿入Lないように汗

意しなければならない｡-

(2)過電流となるチャンスはつぎの場合が考えられ
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(′a)適用湖

(b)れ流側短絡

(c)整流素手の絶縁破壊

(a)および(b_)に対Lてほ,高速度遡`電流糾電器,

誘導形過電流継

断片‡≠を閃くノノ法,

器により交流側あるいは軒流側明漉

断器(HSCB)を仙う力■渋,

交流人~ノ川路九蘭灘で餌紺するノノ法,あるいは車故が

まJLと考えらかるときは保護ヒューズを怖斯させるノノ

法があるし)

壇:流側短絡に対してi･ま,変圧器のインピーダンスを

大きくしたi),リアクトルをそう入するなどして餌絡

流を制限する方法もとられている〔.

整流素1の絶縁破壊は,直列個数が1偶のときは,

射-Ⅰ三船の相聞短絡となるので,素一子にtiti二列に挿入した

保護ヒューズで故障整流 予をl■~r】路から切り離すカ法

がとられる｡直列個数の多いときほ,l白:列のほかの素

子がより多く逆電圧を分机するので,う】▲いうちに検Jll

してとりかえる必安がある(〕

保一蓬ヒューズの燃断を検州して警報あるいほ 斯を

行うのに,トリガーヒューズを似川する′.トリガーヒ

ューズほ保護ヒューズに並列につけ,保護ヒューズ熔

断の際に回路の逆電虻が仝吾川川lされて熔断し,警視

表ホを行う構造となっている.こ)

また並列数の多いとき6･よ,保護ヒューズ1仰の熔断

ではブザー警報のみとし,さらにl司一アームで1佃熔

断したときほじめてベル照~報およ

ある.｡

も♂)も

しかし,この場合でも保護ヒューズ熔聯のときはな

るべくサい機会に熔流素二｢およぴヒ1-ズをとりかえ

るべきである..

(3)悠流素子によってほ,まれに止J汗州別′とが変化

したり,柚端な場合内部で開路するものもあるL二:整流

予を並列に使用しているときには,負荷にはこの影

鸞ほあF)われず,並列のほかの素手が 流を分机する

3.4 温 度

(1)整流素イ･の混度上引の熱発′ト源はPNジャンク

ションであるト PNジャンクショソの.許容運転温度は

メーカーによりぷほあるか,ゲルてニウムほ650C.シ

リコンは1500Cというのが普通である｡.

冷却ほ陽極側あるいは陰極側銅ベース郡に冷却片を

とりつけて凰または水で行われが,第13図および第

14図に示すように,熱源であるPNジャンクションと

の間に,ほかの物質が介/l三する上に,外部から面接測

定できるのは銅ベース郁であるため,この限度とジャ

ンクション氾度とにほかなりの差があるr-,この況度差

陽極側

J

陰極側

†r 丁†

イ
ン
ジ
ウ
ム

は
ん
だ

訝 は
ん
右

ゲ
ル
マ
ニ
ウ
ム

錮
ベ
ー
ス

雛13図 シ~'′トーマニウム整流素｢糾成卜くl

′〟ジャンクシコン

娼幅側 l■!
1

巨■l 陰極側

† †T † †

ア
ル
ミ
二
っ
ム

は
ん
青

銅

甘‡14｢ズl

銅
べ
-
ス

ほ
ん
だ

シ
リ
コ
ン

ン繁流素イ･構成購l

ほ同一一構造,同･材料の素手ならば,ジャンクション

部分の損失がわかれほ,この間の熱インピーダンスか

らただちに計算で めることができるし,熱インピーダ

ソスは行メーカーで矢渕および計算で求めた旭を発表

している‥

それゆえ,銅ベース渥度を測定して,.作揮湿度以下

だからまださらに玖荷を増すことができると考えるこ

とほ人禁物である

(2)ジャンクションの熱時定数ほ非′制こ′トさく1秒

以下であるが,銅ベース部の熱特定数ほi令却条件によ

/,ても異なるけれども通常2､-10分であるし〕

(ジャンション洞.度)=(銅ベース混度目･(餉ベースに対

するジャンクションの渥度上封)

であるから,.iノl二容過負荷の人きさも,過負荷時間が非

常に如い場r=こほ.ある程度大きくとることができ

るり この値は必要に応じてメーカーかド)指シ壱される‥

3.5 運転開始時の注意事項

(1)整流素子の取F)扱い

整流素イには機械的衝撃をなるべきノJ･えないように

する′ノ斗割こゲルマニウムほ子′lミ志する必要がある｡陽極

側川-ドをもって運搬Lたり,ふf川Ilすことは絶対に

避けわばならない.

(2)整流束イ･の点検

整流素手の良否の判定は,厳据にほ非常にむずかL

いが,つぎの方法で

できる｡

らべることは

(a)テスターによる方法

j_I三越両方向の抵抗をしらべて,両者とも抵抗がほと

んどnオームならは 大体絶縁破壊と考えてさしつか

えない.-､このとき注意すべきほ逆方1■別姓銑で,テスタ

ーの電圧でほ,低すぎて柑1佃曲線の零点什沌であるた



Jか′束引しは卯∩′

JC悌仏飢lは2挽7〆 禎試験素子

劇♂∠二被試男卑素子上り丸運耐電圧が息く
逆流の小さい整流素子rシり二】ンダ†′1､ド凪いり

(汐=交流電圧計慄勅順を指示す石もの)
¢)=直流電流計仲均債封巨示するもの)
〟=ゲルマニウム官制祁割まJ～〟β

シリコン ヶ

′卿～調α

第15L窒l適∵流 測 定 レJl路

偽ぐf=勧ケ凶と伺/:･

(g)=交流電圧三1(某捌由)
ββ=ブラウン管がノロ

〝
こニズ軸端子(水平軸)

†′- r軸帽子(車座軸)

〝 こぶトノ膠ガ

第161ぎ1逆特性披形働測拭

軋 陣什によ一-)ては,正〟向･択拭とほとんと∵告小たい

こともあるL,適~ル■勺抵抗が異常に低くても,しⅠ-ミ規〃)

`芯虹を印加すればOKという素予もありうることで,

祇抗値の人小でガ化帆■加ようんぬんできないし,

(l))逆流測碇法

弟15図の川路を川い,定格通電比(黒効仙)を印加

して,過電流(平均値)を測定する｡渥度により逆流

は大瞞に変るので,このときの混度ほ必ず-記録L･てお

く._′紺鮫肌に逆流の_異′削こ大きいものはガ化が早く破

壊に至るものが多いといえる.,ただ,シリコンほ逆流

の裾通抹粁l三に掩々のものかあり,渥度が上ると逆流の

増加lするもの,変らないもの,へるものなどがある¢)

で逆流他のみから一一義的には定められない(

(C)逆鞘昭三波形観測法

ブラウソ管オシログラフがあれほ,辿碇圧,迎一甘流

波形をl真二祝することができる∪ この披形から異常のイj､

無を推定する方法がより確実である｡弟】d図のよう

に回路を作り,すべり抽拙柚こより徐々に`毒蛇を_上げ

て行くと,ブラウン管に逆可■紺三波形がL亡l:接判るし】この

場合も,(ii)の逆流測定の場合と同様に定格電柾以仁

の電此を印加してはならない｡

弟17図i･こホすように替種の波形か衣J･)Jしる仇

リコンの場合ほ(りの波形が通常で,ゲルマニウムでは

逆流が多く¢)の波形のものもある｡.辿耐圧の低下して

いるものは(可のようにFll】F)がJ~llるりまた,ジャンクシ

ョンの周辺の状況によ/-)て旬のように′し-プのできる

ものもある｡これらの波形は,運転を行ってジャンク

ション温度が上った状態でほJ･主なってくるので,観朝

133--

1
∴
誓
圃
掬

逆電圧

し′ノ′､)健全√㌔､†折

､､り逆流の脅し､もの

収ヽノバレ器流際整尖..■t一)〓
‖
バ
レ

カ‥章せ催 り扱いと

(ご･逆耐圧の低下ん了し､石もの

毯川√フ初あ石もの

雛17l又l各種の辿相性披形

は運転時の砧=夏菜什,たとえばゲルマニウムでは55､

65{)Cの小用.L脚卜に入れて測ぶすることが望ましい.

しかし,常裾における妓形でもある期間運転を継紋

したあとで,その運転前の波形に比べて,人帖行こ卜向

きの仙りが?l扶川,曲瀾の亜卜帆■勺が人きくなったり

したものほ批正を要するし

また,これらの逆相性波形ほ整流束子の穐類,形ぺ

などによ/--)て!持イj■な差力接)るので,劣化のイj■無の判ぶ

を子-j:うためにはある粗度の比較のデーターが必安であ

牛,メーカーの机､■1者の.､ンニ会いのもとで行わないと.県

Ⅶ断のおそれ･がある｡

(3)冷却系統の確■乙私

用に風冷の場合を記すとつぎのとおりである.ニ

(a)送風機の仙川転

シロッコ･フアンの場合は州回転が逆でも:l_l三現川-′り

に4分の1以~卜の凪‡l;:がでるから,卜分れ正するし.

(b)冷却凪人Ilのゴミ

人IIのフィルタあるいほ金網にゴミがつまると岨;-i二

が激減するから卜分圧点する｡

i_E流を測定しノ,試験J

凪機をまわLてその

示す値の士10%以伸こな

っていればよい｡シロッコ･フアンでほ風呈出こ応じて

竜流が増減するから,常時電流計を挿入しているとこ

ろではこの読みが徐々に減/,てきたら,凪F-1ミ:が少なく

な･--てきたものと､ドりぷできる｡

(c)斧整流素丁の風-【--1:のバランスをLらべる､-~♪

なあててしらべる._.7ネモメータでしらべれほ碓黒で

ある.__.

(d〕冷却凪J】1‖にダイヤル渥.度計のあるものは狂

いほないか,しらべる｡氾度警朝接点付きのものは指

′J二された値に埜定するし′.通常(凪入L-1放高温度十

機の人l=十け1温度差-ト素子凪人｢川1日温度差)に整足

するし
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(4)悠流露セット

(a)各部の締め付けの点検を綿何に了｣:うこと｡

(b)絶縁耐力

絶縁而け]試験を

陰極問を短絡する｡

験

施する前に,脊盤流素子全数の陽

特に直列個数の多いときでも,1

個1個についてそれぞれ短絡しなけれほならない｡

主担l路と大地間について,メガーテストののち,

気工作物規程第9条の水銀整流器の項を準川して,

櫨と大地間は最大直流 旺の1倍の交流ノ

(最低値500V)印加する｡

(5) 圧器,

間分01を旺

断器などは一般の電気機器川のもの

と同じように点検する｡

(6)過勤および保護ll】l路全般の点検調整

(a)連動試験は必ず 施することが必要｡ほかの

電気機器に比べたら非常に簡明である｡

(b)保 担1路のリレーの整定ほ,工場の指ぶどお

リになっているかどうかを確認する｡

(7)サージ保護国路

(a)高圧側のアレスタあるいはサージ･アブソー

バ川コンデンサおよぴその接地川路をしらべる｡

(b)悠流器用 虻紛二次側のアレスタ(特にセレ

ンアレスタおよびヒコ_-ズ),サージ･アブソ←′ミの

回路ほ念入りにしらべる｡1自二流側についても同様｡

(8)無負荷 圧印加

撫負荷とし,電圧 整1司路のあるものほ,最低電圧

の出るようにして電圧を汁=ノ,盾:流電圧がそのときの

整流回路結線に応じた値となっているかどうか確認す

る｡~叶能ならこの状態で直列 子の分担電圧を内部イ

ンピーダンスの高い交流電丑計で測定し,バランス状

態がよいかどうかしらべる｡無負荷といえども,冷止l】

ほ規定どうり行う必要がある｡

3.る 起動および運転

(1)起 動

(a)冷却用送風腰潅偏転し,負荷なとる､_.

り))並夕帥-ほ各の電流のバランスを確認するり

(り はかの機器と並列運転する場斜よ,負荷のバ

ニランス状況に注意する｡並列運転轟がMRやRCのこ

とき他穐の機器の場合にほ,あらかじめ保護方式忙1

いてはぃ分な検討を必安とする｡

(.d)起動後1時間は行郎の温度を粕こ人念にしら

べる｡

(2)運 転

(a)温 度

冷却空気,冷却水入口温度ほ規定値(通常は35､40

ロC)以上にあげてはいけない｡特に凪冷式で峯l月に風を

川すカ のものは,暖いγ;誓臭くが‖=-1から人】-!に循威し

て,入しI温度が上りやすいから決意しなけれほならな

い｡水銀整流器と異なり半導体整流諸削よ,いくら温度

が低くてもさしつかえない｡

(b)各部の振動や音の異常の有無に江点する｡

(c)負荷電流ほ定められた

に注意する｡

流値をこえないよう

(d)電虻,電流,温度記録で前と
った輿常ノ∴くが

=たらただちにその原因をたしかめて適応の処間をと

る｡運転は,水銀整流掛こ比べたら非常に簡単である｡

(e)掛こ負荷電流が大きいときは,変圧詔二次側

の交流ブスの近くの構築物の混度上昇の有鮒こついて

しらべておく必変がある｡

3.7 点 検

(1)定期検査

(a)整流昔話主l州糾)ノダテスト

(b)各部,抽こ眼につかない節=弾も含打〔コ

除去

(c)⊥回路苓瀾の締め付け点滴軋･制御回路各級匿

締付点検

(d)直列素丁の分損電虹の測定(素手並列頗新宮

異常の在蝕も同時忙点検することになる)

(e)サーン腺護回路の点個

(f)ヒューズ類の熔断,断純のイJ▲無の点検

(2)定期人点検

上記のほかにつぎの点をしらべる

(a)

(b)

(c)

(d)

(e)

･■､･

の点倹

風道内部の掃除

保護リレー動作

断器の 互換

験

変比器放の油の点検

送風機用モータのベアリング部点傾

盛流 rの点検,できれほ逆流の変化り有無

4.結 言

電ノ川j悠流器として水銀整流崩鳩よび､f二 体整流器り

1托に人別しておのこねのその整流帯の相打なノ∴tこについこ

概略的に

美際 転を事故なく行うためにほ,ここに述べた事項

に留意する事ほもちろん,このほかに-･般的な電力変腰

置の奴扱技術も十分知っておく必要がある｡したがリ

て,一般に刊行されている取扱技術書もあわせて熟読し

適切な保守取り扱いを行わねほならない｡

個々の機暑削こほ, 転上キー･ポイソトとなるべき点が

必ずあり,これを早く見出しておさえることが最も重要

と考えられるが,以上に述べた事項が,日常現場で保守に

あたっておられるかたがたの参考となれば幸甚である｡




